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遺体分析件数の割合は自治体によって異なっていた。山梨県（報告書 280 冊に対して分析件数 59）
や新潟県（報告書 400 冊に対して分析件数 79）のように約 2 割の報告書に大型植物遺体分析の報告
が掲載されている一方で，千葉県のように報告書 1680 冊に対して分析件数 48 と，大型植物遺体分





国にあてはめると，国立歴史民俗博物館所蔵の報告書の冊数は約 31,000 件で，その 7.4% の報告書
























（2013 年 7 月 30 日受付，2013 年 9 月 18 日審査終了）
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